
暑い !暑い 1! だが、藩力に蒲ちた夏がやってきた

真光幸ブ',を宿読にする会
世話A 出 口拓郎

6月 1 1日 (金)
アサヒタウンズの藤井記者が取材に見える。
以前、藤の台団地にお住いになつていたそ
うで、土地勘があ り話 しやすい。
下堰親水に案内する。

6月 13日 (日)6月 度清掃 日
夜明けに激 しい雨、幸い朝方止む。
三輪の石原さんが新たに参加 される。過 日
ボランティアセンターで行われた説明会の

勧誘に応 じ参加 して下さつた方である。
やや増水 してお り作業はや りにくい。
終わつて反省会、「真光寺川まつ り」のこ

とが中心テーマとなる。

6月 1 7日 (本)
細菌調査のための水サンプル採集。
8時 にスター ト、川下から上流まで4ヶ 所
で採集する。「EM菌 」投入の効果だろうか
「せせらぎの小径」源流の辺 り水の透明度

が増 している。 11時 に終了。

6月 1 8日 (金)
鶴四小からヤゴ救出作戦の連絡がある。
前 日、子ども達がプールから千数百匹の
ヤゴを救出 したそ うだ。
山本、高橋 さんが子 ども達 と一緒に広袴公
因まで運び池に放す。
トンボに成長 し群れをなして飛ぶ 日を想像
すると楽 しい。

7月

7月  9日 (金)           |
鶴二小地域交流会
町内会、老人会、PTA、 市民団体等地域
の各種団体が集まる。 5月 に実施された
「真光寺川 ウォーク」を契機に小学校が地

域のセンターの役割を果たしつつある。
歓迎すべきことだ。
終了後、横出先生から 「真光寺まつ り」の
行事について提案がある。「木ぎれでフネ
作 り、レ‐スをする」面白そ う。高橋 さん
と工作の先生を交えて打ち合わせる。
材料の 「木ぎれ」は先生方が製材所から廃
材を入手、加工して下さることになる。

7月 11日 (日)7月 度清掃 日
参議院議員の投票を終え開戸親水へ。
途中、いこい会館へ立ち寄 り 「まつ り」の

横断幕をチェツクする。
真夏の大揚が容赦ない。 日照続きで透明度
を増 し、魚群を多く目にするようになる。
作業を終えていこい会館で 「まつ り」の打
合わせ。大川、平野先生 も出席下さる。
水槽、縛等機材の貸 し出 し、魚 ・鳥の絵画
の出品等全面的に協力頂けることになる。
ただ、学校では 「まつ り」の前 日まで林間
学校の行事があるそ うだ。
真光寺町の池田さんがメダカを水槽に入れ
て持参 して下さる。このことにはこんな経
緯があつた。
池田さんは 1年 程前、町田の店でメダカー

ツガイを求められた。水槽で大切に飼育 し
ている内にどんどん繁殖 し200匹 になっ
て いま?た 。飼育の限度を超 したので真光
寺川へ放流 していいでしょうか、 と云 う問
合わせの電話があつた。
真光寺)||は水流が急でメダカが住める環境
ではない。色々お話 ししている内に 「まつ
り」のことに話が及び、「いつそのこと当
日希望者に分けてあげたら」 と云 うことに
なった。池田さんもその方が うれ しいとお
つしやる。
皆も行事 として取 り上げることに賛成だつ
た。 4-5匹 ずつ希望する子 ども達に分け
てあげる。その際わたす 「メダカ飼育の手
引き」は山岡さんに制作 して下さることに
なる。
今年のシンボルマーク、ナマズを象つたT

基ぢ主崇琴零ボ歓メ 苦
つ り」気分が次第に

7月 1 7日 (土)
高橋、山本 さんの車で和光鶴小へ水槽を借
りに伺 う。大サ|1先生は 21-23日 の間、
奥多摩で林間学校、帰 りは 23日 遅 くなる
とのこと。取 りあえず家の車庫に保管。
山本 さんの案内でせせ らぎの小径の源流へ。
アオヨが消えている。 EM団 子の効果か。

7月 22日 (本)
細菌調査の水サンプル採集。

婆督れ雀甘
ま
亨簿ダ歩稽曇ず腎争S総懇ギそ

力潮

7月 23日 (金)
いよいよ 「まつ り」の前 日、 16時 に集合、
いこい会館に水槽を設置 し水をはる。
水鉄砲 とその標的も運び込まれる。
下堰周辺のゴミ拾い、そ して車刈 り。
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繰二かの田村教要にお願い と/てナマダ,ま、
当閣【朝.構 りに電 身ことになる,.

7月 24層 て日)真 光寺サiにつ り
美 しい朝廃Jすで夜が弱サすた。雲一つない進
好のまつり日和だ。
見タメプは 7端 に集合、準艦にかかる。
そろいのナマズの丁ナヤプが寝を しい。
機断幕を振る者、室内ら展示にかか る者、
ジュースを冷やす者、目の国るようなf亡
しきだ。
最 も懸念 されたのはな援籍用の最の捕襲だ
った。大′Fi先生や宮サliきるが投網で蜜襲、
オイカア、カマンカ、ダそ ロコ等が確保で
きる。義二月うすイズと詳事到着。
野待遅 中翌子ずれが続々集まってくる。
えタンバイ0重 110端 定究にスター トD
EM縫 犠のオース ト夢デAsのお嬢さえ′にる
実努 してと,らい巨詳量豊■者オープニンfダ

まれる。
日村教要は'||にゴ.?負 取 りの指導 して下さ
ら.そ の平斐あ り読々獲約が語襲される。
キ片で舟拝りに夢中になる者十■71て携出
ι平野先生が害筑 て才―夕が雑まる。
竜井 ,よ敷亀 “蒸書き コ持ずンタタ奪ぅ
時に子義抱ほと笹 1言ⅢⅢ.た らい打ちされ″
てを考毒そ章孔こri宝チじ
12時 、静光轟Ⅲ3持 式をi′、お母 さん方
とら,tによ 3勇 壮を和太裁が始まる。
長後に大ナマダほ 「真太財」 2遜 rつ鐘は
「光君」「幸ら■人′」と名やけられ子 ども

達の数声 と轟 く話真まに基られて元気に
古巣の川へ帰って行った6
いこい会館 毛にぎやかだった。
北巌欝ではオイカアの婚顛邑お鮮やか3
メダカの露布ほ子ども達身行列ができる。
2昔 の顕滋鏡を駆使 した松前さん●瀬茜捜
査。 「まつり」力貫ア浄デ ミ,夕 になる。
室内では子ども達の板麗や捨の作品展示。
「エヨ 々タアナ」 とデュダダマの造手工作
りも非母さえ/方に人気が高かった6

'ア 4~のの レースでfま貫品の 「ガ夢ガ プ君」
●評範が主号・●たこと

。EM茜 分解説は九原校長 も 「勉誰にな り
まし/た」 とおつとやつていたこと

,先生方が今まで以上に積極的にガ メタ
アメプして下きつたこと

モ校長先生、数要先生、清水課長、沖課長
橋と等亭夜 ・行政の方る多 く見えたこと

・急の権威、内ぢt面試験場の勝昌さんも見
えたこと

'「塁規制度」を手唆 と′て下きつた辰燥和男
さんがおに しいや、態励にお見え頂いた
こと

“路王 ・鶴チ畠ら軍中きんが蓮鋒選々駆をす
付けて下きつたこと。率  々    =

一斉反者点 をしiくつか幸が,つた
,関撻の時期が果た して適当だったか
。予ォータテ耳―の行笹がやや長すぎ途
中並港者が多かった こと

SPネ ら '一 九tま壷れ,が獲幸か過ぎたこと
,「落書き」を二思‐ たより少=なかつたこと
'「下彊」 と 「ち,こい会遵」●鍾華

‐/1二争
i子事が分散 し様ちであつたこと

,行事の時間 と場所を張子 とた舞弟梗が燈
しかった こと

,地域にサす る一層身気亜 つ712必要なこと
キヤ
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